
4

日
頃
の
学
習
の�

　
成
果
を
発
表�
日
頃
の
学
習
の�

　
成
果
を
発
表�

第42回�

上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
被
表
彰
者�

����

　
10
月
29
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

生
涯
学
習
週
間
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
今
年
度
、
海
外
研
修
へ
参
加
し
た
高
校

生
中
島
颯
希
さ
ん（
沖
田
面
）、
小
林
胡
桃

さ
ん（
下
五
反
沢
）、
小
林
真
太
郎
さ
ん（
下

五
反
沢
）
、
宮
越
香
穂
さ
ん
（
沖
田
面
）
に

よ
る
海
外
研
修
体
験
発
表
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
表
彰
、
村
内
の
団
体
・
個
人
が
踊

り
や
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
出
演
者
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
会
場
か
ら

は
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
様
々
な
作
品
が
展

示
さ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

��������������

��������������������������

上
小
阿
仁
小
中
学
校
、
か
み
こ
あ
に
保
育

園
、
高
校
生
海
外
研
修
体
験
発
表
、
上
小

阿
仁
ク
ロ
ー
バ
ー
教
室
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会
、
鏡
栄
会
、
上
小
阿
仁
鳳
扇
会
、
コ
ー

ル
わ
か
ば
、
ス
マ
イ
ル
太
鼓
講
座
、
ハ
ラ

ウ
フ
ラ
・
ハ
ク
・
レ
イ
、
貴
鏡
会
、
菊
桜

会�

��

　奨
　
励
　
賞�

◆
個
　
人�

　
小
林
　
憧
子
（
下
五
反
沢
）�

・
大
館
北
秋
田
少
年
少
女
陸
上
競
技
大

会
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ�

　
第
１
位
　
他�

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

◆
団
　
体�

か
み
こ
あ
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部�

・
東
北
電
力
第
30
回
東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
　
大
館
北
秋
田
地
区

予
選
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
他�

�

　栄
　
光
　
賞�

◆
個
　
人�

　
上
平
　
晃
也
（
沖
田
面
）�

・
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
　
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
男
子
ク
ラ
シ

カ
ル
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位
　
他�

�　
山
田
　
龍
輔
（
沖
田
面
）�

・
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
　
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
男
子
フ
リ
ー�

　
第
３
位
　
他�

�　
松
浦
　
有
香
（
福
舘
）�

・
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
　
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
女
子
フ
リ
ー�

　
第
３
位
　
他�

�

　
齊
藤
　
正
輝
（
上
仏
社
）�

・
東
北
総
合
体
育
大
会
　
陸
上
競
技
　

男
子
１
５
０
０
ｍ
　
　
　
　
第
２
位�

�　
村
田
　
輝
昭
（
沖
田
面
）�

・
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
　

男
子
１
部
ス
ー
パ
ー
大
回
転�　

第
７
位��

上小阿仁鳳扇会�

表彰を受ける選手たち�

カラオケ愛好会�
（佐々木カツヱさん）�

スマイル太鼓講座�

出
演
団
体
（
発
表
順
）�
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������

◆
上
小
阿
仁
村
長
賞�

　
優
秀
賞�

　
　
べ
い
な
す
（
黒
わ
し
）�

　
　
　
石
　
上
　
栄
　
一
（
堂
　
川
）�

��������������

　
優
良
賞�

　
　
だ
ん
ぶ
り
（
や
じ
ろ
べ
い
式
）�

　
　
　
三
　
澤
　
秀
　
俊
（
沖
田
面
）�

　
考
案
賞�

　
　
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
（
柿
）�

　
　
　
小
　
林
　
敦
　
也
（
下
五
反
沢
）�

　
努
力
賞�

　
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク�

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ほ
お
ず
き�

　
　
　
村
　
田
　
ハ
ナ
コ
（
小
沢
田
）�

　
奨
励
賞�

　
　
小
銭
入
れ�

　
　
　
金
　
　
　
ひ
で
子
（
大
　
林
）�

�

◆
上
小
阿
仁
村
議
会
議
長
賞�

　
優
秀
賞�

　
　
ほ
お
ず
き
ゼ
リ
ー�

　
　
　
清
　
水
　
敦
　
子
（
大
　
海
）�
�

◆
あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
長
賞�

　
優
秀
賞�

　
　
に
ん
に
く
み
そ�

　
　
　
小
　
林
　
和
　
子
（
小
田
瀬
）�

　
優
良
賞�

　
　
ほ
お
ず
き
ジ
ャ
ム�

　
　
　
小
　
林
　
将
　
也
（
下
五
反
沢
）�

�

◆
上
小
阿
仁
村
商
工
会
長
賞�

　
優
秀
賞�

　
　
鯉
の
ぼ
り�

　
　
　
久
保
市
　
芳
　
雄
（
沖
田
面
）
　�

　
優
良
賞�

　
　
オ
ブ
ジ
ェ
（
い
ろ
り
）�

　
　
　
畠
　
山
　
耕
　
一
（
大
　
林
）�

�

◆
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会 

教
育
長
賞�

　
優
秀
賞�

　
　
玉
ね
ぎ
の
皮
染
め
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト�

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ほ
お
ず
き�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
者
７
名�

�

◆
上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
長
賞�

　
優
秀
賞�

　
　
ズ
ッ
キ
ー
ニ�

　
　
　
萩
　
野
　
　
　
治
（
大
阿
瀬
）�

��

◆
１
等�

　
キ
ャ
ベ
ツ�

　
　
田
　
中
　
エ
イ
子
（
小
沢
田
）�

　
ズ
ッ
キ
ー
ニ�

　
　
萩
　
野
　
　
　
治
（
大
阿
瀬
）�

　
食
用
ほ
お
ず
き�

　
　
齊
　
藤
　
金
　
藏
（
上
仏
社
）�

　
大
根�

　
　
大
　
沢
　
榮
　
作
（
上
仏
社
）�

　
馬
鈴
薯�

　
　
武
　
石
　
チ
ヤ
子
（
羽
　
立
）�

�

����

　
10
月
28
日
と
29
日
の
２
日
間
、
健
康
増

進
ト
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
産
業

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
は
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
た
農

作
物
の
ほ
か
、
特
産
品
を
活
用
し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
料
理
、
木
工
芸
品
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
山
野
草
展
示
会
も
同
時
開
催
さ

れ
、
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

�

実
り
の
秋
・�

ア
イ
デ
ィ
ア
満
載�

実
り
の
秋
・�

ア
イ
デ
ィ
ア
満
載�

賑わう会場内�

出品作品�
第40回�

産
業
祭
受
賞
者�

農
産
物
品
評
会�
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（円）�

定員管理の状況�

人口千人当たり職員数　［15.87人］�

公債費負担の状況�

実質公債費比率　［5.3%］�

　類似団体平均を下回ってはいるが、全国平均

及び秋田県平均と比較すると高い水準になって

いる。主な要因は、中途採用者及び再任用職員

を採用したことである。��

　今後は、定員適正化計画を策定し、職員数の

適正化を図っていく。�

人口千人当たり職員数の分析欄�

類似団体内順位�
15/60

全国平均�
6.96

秋田県平均�
9.06

　類似団体平均と比較すると、僅かながら下回

っている。これは、中途採用者が多いことや、

前歴換算率が低いことが要因である。引き続き

給与水準の適正化に努める。�

ラスパイレス指数の分析欄�

類似団体内順位�
23/60

全国市平均�
99.1

全国町村平均�
96.3

　平成23年度以降、類似団体平均を下回り、平

成26年度の5.5％に対して、平成27年度は5.3％

と0.2ポイント改善している。これは、償還終了

と新規事業の抑制による公営企業債の元利償還

金に対する繰入金の減少等によるものである。

平成20年度が償還のピークであったが、今後は

新規事業等による地方債の発行もあることから

同程度で推移していくと見込んでいる。�

実質公債費比率の分析欄�

類似団体内順位�
17/60

全国平均�
7.4

秋田県平均�
10.4

　財政調整基金及び減債基金の積立による充当

可能基金の増加により前年度同様に比率なしと

なった。��

　今後も、新規事業の実施等について総点検を

図り、地方債の発行を伴う事業については、後

年度負担が集中しないよう計画的な事業実施に

努める。�

将来負担比率の分析欄�

類似団体内順位�
1/60

全国平均�
38.9

秋田県平均�
77.4

�

0.00�

30.00�

60.00�

90.00�

120.00�

150.00

（人）�

�

0.0�

10.0�

20.0�

30.0

15.5615.56

21.4221.42

15.8115.81

21.6621.66

15.7515.75

21.4221.42

16.2416.24

22.0722.07

138.55138.55

15.56

21.42

15.81

21.66

15.75

21.42

16.24

22.07

7.62

15.87
16.76

138.55

将来負担の状況�

将来負担比率　［－%］�

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

�

0.0�

20.0�

40.0�

60.0�

80.0�

100.0

（％）�

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0

72.0

10.3

10.8

8.1

9.7

6.56.5 5.55.56.5

8.6

5.5

7.7

△2.9

5.3
7.2

17.7

給与水準（国との比較）�

ラスパイレス指数　［93.8］�

70.0�

80.0�

90.0�

100.0�

110.0

98.6

100.7

100.5

100.9

92.592.5 92.392.392.5

93.4

92.3

93.5

77.8

93.8
94.9

99.6
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　人件費においては、人口1,000人当たりの職員
数が15.87人と類似団体平均より低い数値である
が、全国平均及び秋田県平均と比較すると高い
水準である。物件費においては、備品購入費等
を節減しているものの、電算システム共同化に
よる業務効率化のためのコンピュータ関連経費、
農業集落排水処理施設の機能診断及び構想策定
委託料等により増加している。�
　今後は、情報通信機器の更新やセキュリティ
強靱化等によるコンピュータ関連経費の増加が
予想されるが、定員適正化計画の策定や指定管
理者制度の導入等により、コストの低減を図る。�

※市町村類型とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類したものである。当該団体と同じグループに属する団体を類似団体と言う。�
※平成28年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく実質公債費比率及び将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。�
※充当可能財源等が将来負担額を上回っている団体については、将来負担比率のグラフを表記しない。�
※「人件費・物件費等の状況」の決算額は、人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし、人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。�
※住民基本台帳人口については、住民基本台帳関係年報の調査基準日変更に伴い、平成25年度以降、調査年度の1月1日現在の住民基本台帳に登録されている人口を記載。�
※類似団体内順位、全国平均、各都道府県平均は、平成27年度決算の状況である。また類似団体が存在しない場合、類似団体内順位を表示しない。�

�

0�

1,000,000�

2,000,000�

3,000,000�

4,000,000�

5,000,000

人件費・物件費等の状況�

人口１人当たり人件費・物件費等決算額の分析欄�人口１人当たり人件費・物件費等決算額　［300,043円］�

財政構造の弾力性�

経常収支比率　［79.8%］�

財政力�

財政力指数　［0.11］�

類似団体内順位�
22/60

全国平均�
121,920

秋田県平均�
147,104�

�

人 口 �
う ち 日 本 人 �
面 積 �
歳 入 総 額 �
歳 出 総 額 �
実 質 収 支 �
標準財政規模�
地方債現在高�

実 質 赤 字 比 率 �
連結実質赤字比率�
実質公債費比率�
将 来 負 担 比 率 �
�
市 町 村 類 型 �
( 年 度 毎 )

2,520人（H28.1.1現在）�
2,498人（H28.1.1現在）�

256.72k㎡�
2,582,343千円�
2,481,904千円�
84,394千円�

1,807,026千円�
2,414,114千円�

－％�
－％�
5.3％�
－％�
�

�
H23　Ｉ－２　H24　Ｉ－２�
H25　Ｉ－２�
H26　Ｉ－２　H27　Ｉ－１�

村の値�

類似団体内平均値�

類似団体内の�
最大値及び最小値�

（円）�

　平成26年度に対し、5.4ポイント改善し、類似

団体平均を下回っている。経常一般財源において、

退職者数以下の補充による人件費、常備消防委

託料及び地方債の償還終了に伴う公営企業会計

繰出金がおのおの減少していることによるもの

である。��

　今後も、物件費等経常経費の削減、収入間伐

事業等の推進による自主財源の確保に努め、財

政の健全化を図る。�

経常収支比率の分析欄�

類似団体内順位�
27/60

全国平均�
90.0

秋田県平均�
87.7

　人口の減少や、全県一の高齢化率（平成28年

１月末現在47.5％「住民基本台帳による」）に

加え、村の基幹産業である農林業の不振により、

地方税の決算構成率が6.4％と財政基盤が弱く、

類似団体平均を下回っている。��

　今後は、定員適正化計画により、退職者数以

下の職員補充等による人件費の削減、経常的物

件費については、歳入に見合った抑制・スリム

化を図り、財政基盤の強化に努める。�

財政力指数の分析欄�

類似団体内順位�
54/60

全国平均�
0.50

秋田県平均�
0.29

50.0�

60.0�

70.0�

80.0�

90.0�

100.0�

110.0

（％）�

2.50�

2.00�

1.50�

1.00�

0.50�

0.00

83.1

86.786.7

84.084.0

85.285.2

63.963.9

96.296.2

86.7

80.7

81.8

80.3

81.0

84.0

85.2

63.9

79.8

80.1

96.2

0.260.26 0.250.25 0.260.26 0.240.240.26

0.12

0.25

0.11

0.26

0.11

0.24

0.11

2.09

0.22
0.11

0.09

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

268,820268,820

364,687364,687

280,033280,033

364,231364,231

279,047279,047

378,773378,773

283,110283,110

399,372399,372

165,202165,202268,820

364,687

280,033

364,231

279,047

378,773

283,110

399,372

165,202

300,043
317,540

3,331,259



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も�

生
涯
学
習�

　60－9000
　（こあに電話）�
　60－9000

　
第
42
回
生
涯
学
習
週
間
事
業
が
10
月

23
日
〜
29
日
の
期
間
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
29
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
学
習
発
表

会
の
写
真
の
一
部
を
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
月
広
報
の
４
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
事
業
へ
ご
参
加
・
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

���

　
今
年
で
第
32
回
と
な
る
全
村
綱
引
き
大

会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。�

　
多
数
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
は
多

く
の
皆
様
に
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。�

　
職
場
や
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
等
の
仲
間

と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。�

�

■
と
き
　
平
成
29
年
11
月
22
日（
水
）�

　
　
　
　
受
　
付
　
午
後
６
時
20
分
〜�

　
　
　
　
開
会
式
　
午
後
６
時
45
分�

�

※
希
望
者
に
よ
る
綱
引
き
教
室
を
21
日(

火)

午
後
７
時
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。�

�

■
場
所
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

■
種
目�

　
一
般
混
合
（
男
３
名
、
女
３
名
）�

　
小
中
学
生
の
部
（
男
女
あ
わ
せ
８
名
）�
�

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
１
０
０
０
円�

　
　
　
　
　（
小
中
学
生
の
部
は
無
料
）�

�

■
申
込
　
11
月
14
日（
火
）午
後
５
時
ま
で

に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
申

込
書
を
提
出�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

サ
ー
ク
ル
活
動
や
仲
間�

づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い�

第
32
回
全
村
綱
引
き
大
会�

体
育
の
日
記
念
行
事�

8

生
涯
学
習
週
間
事
業�

　
　
　
盛
会
裡
に
終
了�

���

　
10
月
９
日（
月
）体
育
の
日
に
あ
わ
せ
て
、

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
午
前
中
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
、
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
午
後
は
村
長
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
秋
田
北
鷹
高
校
書
道
部
に
よ
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
開
催
さ
れ
、
迫

力
の
あ
る
演
技
で
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。�

���������������

●
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果�

【
一
般
の
部
】�

優
　
勝
　
大
澤
　
義
明
さ
ん（
沖

田

面
）�

準
優
勝
　
加
賀
谷
時
一
さ
ん（
福
　
　
舘
）�

第
３
位
　
小
林
レ
イ
子
さ
ん（
下
五
反
沢
）�

�����������������

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
「
村
の
掲
示
版
」
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。�

　
こ
の
掲
示
版
は
村
内
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
村
内
で
活

動
す
る
各
種
団
体
の
情
報
交
換
等
に
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

　
サ
ー
ク
ル
活
動
等
に
お
け
る
新
メ
ン
バ

ー
の
募
集
や
、
諸
行
事
の
案
内
に
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
掲
示
物
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
許
可
を
得
た
も
の
と
し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も�

生
涯
学
習�

【
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー�

　
で
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
】�

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動�

　
　
　
　
　
　
を
紹
介
し
ま
す
】�

9

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

＊
11
月
23
日（
木
）勤
労
感
謝
の
日�

　
祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。�

休
館
日
の
お
し
ら
せ�

開館時間は午前９時～午後７時です。 �

��

　
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
特
殊
な
本

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。�

�����

●
卓
球
の
つ
ど
い
・
卓
球
教
室�

毎
週
火
・
木
曜
日�

（
11
月
23
日
は
お
休
み
）�

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜�

毎
週
木
曜
日�

（
11
月
23
日
は
お
休
み
）�

　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜�

　
地
域
セ
ン
タ
ー
体
育
館�

�

●
太
鼓
の
つ
ど
い�

11
月
15
日（
水
）午
後
７
時
30
分
〜�

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

各
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ�

�

ス
マ
イ
ル
会
長
杯�

　
　
　
　
　
卓
球
交
流
大
会�

�

　
11
月
14
日（
火
）　
午
前
９
時
〜�

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�������

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
交
流
大
会�

�

　
12
月
６
日（
水
）午
後
６
時
30
分
〜�

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

　
こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託

活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

次
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局�

1（
77
）２
０
４
４�

��

　
住
民
福
祉
課
の
健
康
教
室
に
同
行

し
て
昔
語
り
な
ど
回
想
法
を
行
い
ま

し
た
。�

�������

　�

����【
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て『
図
書

コ
ー
ナ
ー
』を
設
置
し
ま
し
た
】�

　
去
る
10
月
９
日
《
心
と
体
の
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
》
に
お
い
て
、
関

連
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。�

図書コーナー�

大型かみしばいを読み聞かせしている親子の様子です�

保育園�
ひまわり組での読み�
きかせの様子です�

回想法�
下五反沢の皆様�
ありがとうござ�
いました�

　
平
成
29
年
度
の
蔵
書
点
検
に
伴

い
、
次
の
日
程
で
休
館
い
た
し
ま

す
。�

　
期
間
中
は
全
て
の
業
務
を
停
止

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

 ���　
な
お
、
新
聞
当
日
号
の
み
図
書
館

入
口
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。
　
　
　

　
ま
た
、
本
の
返
却
は
『
本
の
返
却

口
』
か
ら
で
き
ま
す
。�

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ�

＊
期
間
　
12
月
２
日（
土
）�

　
　
　
　
　
　
〜
７
日（
木
）�
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1（
77
）３
０
０
８�

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８�

（
66
）３
０
０
９�

今
後
10
年
で
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す�

「
秋
田
県
健
康
づ
く
り
県
民�

 

運
動
巡
回
キ
ャ
ラ
バ
ン
」実
施�

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に
ご
協
力�

く
だ
さ
い�

����

　
平
成
29
年
10
月
18
日
、
本
村
で
健
康
づ

く
り
県
民
運
動
巡
回
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。�

　
本
村
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
人
（
肥
満

者
）
の
割
合
、
喫
煙
者
の
割
合
が
全
県
に

比
べ
て
高
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
左

記
の
と
お
り
健
康
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。�

�｢

上
小
阿
仁
村
は
、
健
康
寿
命
日
本
一

の
実
現
に
向
け
て
、
禁
煙
・
運
動
習
慣

な
ど
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
村
民
を

増
や
し
ま
す
。｣�

�

　
B
M
I
は
、
﹇
体
重（
㎏
）﹈
÷
﹇
身
長

（
ｍ
）の
2
乗
﹈
で
算
出
さ
れ
る
値
で
、
肥

満
や
低
体
重（
や
せ
）の
判
定
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
18
・
5
以
上
25
未
満
が
「
普
通
体

重
」
で
あ
り
、
22
に
な
る
と
き
の
体
重
が

「
標
準
体
重
」
で
、
最
も
病
気
に
な
り
に

く
い
状
態
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
25

を
超
え
る
と
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
２
倍
以
上
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

���

　
10
月
31
日
、
上
小
阿
仁
村
結
核
予
防
婦

人
会
の
皆
さ
ん
が
、
結
核
制
圧
の
た
め
の

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動
の
普
及
啓
発
の

た
め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。�

　
伊
藤
会
長
か
ら
は
、
「
結
核
は
昔
の
病

気
で
は
な
く
、
近
年
は
若
い
世
代
の
感
染

者
も
増
え
て
い
る
。
予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

を
確
実
に
受
け
る
こ
と
も
勧
め
た
い
。
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
結
核
は
今
で
も
、
年
間
約
２
万
人
が
発

病
し
、
約
２
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
我

が
国
の
主
要
な
感
染
症
で
す
。�

　
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
結
核
予
防
の
広

報
や
調
査
研
究
、
開
発
途
上
国
の
人
々
の

結
核
予
防
対
策
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

秋
田
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援�

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内�

���

　
６
か
月
以
上
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
社

会
参
加
し
な
い
状
態
の
こ
と
を｢

ひ
き
こ

も
り｣

と
い
い
ま
す
。
背
景
や
要
因
は
様
々

で
す
が
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
、

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
に
、
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。�

　
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、�

ご
本
人
や
ご
家
族
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
、�

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。�

�

◆
対
象
者�

　
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
な
ど�

�

◆
相
談
時
間�

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
要
予
約
）�

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

�

◆
相
談
先
・
会
場�

　
秋
田
市
中
通
２
丁
目
１
番
51
号�

　
名
徳
館
ビ
ル
１
階�

　
1
0
1
8（
8
3
1
）2
5
2
5�

�

　
村
保
健
師
も
ご
本
人
や
ご
家
族
、
ご

親
戚
、
近
所
の
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。�

平
成
29
年
度�

子
宮
が
ん
検
診
の
統
一
受�

診
券
・
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、�

乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー�

ポ
ン
券
対
象
の
皆
様
へ�

������������������

　
29
年
度
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
有

効
期
間
が
平
成
30
年
２
月
28
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。�

　
ま
だ
、
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
年
12
月
か
ら
医
療

機
関
へ
の
予
約
が
混

雑
し
や
す
い
の
で
、

お
早
め
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。�

　
こ
の
機
会
に
ご
自
身
や
ご
家
族
の
生
活
を

ふ
り
返
り
、
食
事
や
運
動
習
慣
に
つ
い
て
見

直
し
ま
し
ょ
う
。�
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33

〜
佐
藤
編
〜
�

　
寒
さ
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
雪
が
降
っ
て
も
い
い
よ
う
な
時
期

で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
雪
囲
い
も
始
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
事
故
や

ケ
ガ
な
ど
気
を
つ
け
て
積
雪
前
の
作
業

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
草
刈
り
時
期
も
終
わ
り
、
雪
囲
い
を

行
う
以
外
、
現
在
は
特
に
決
ま
っ
た
作

業
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
、
集
落
の
皆

さ
ん
に
朝
の
挨
拶
し
な
が
ら
、
集
落
全

体
を
巡
回
し
て
そ
の
日
の
作
業
を
考
え

る
と
い
う
毎
日
で
す
。
役
場
へ
行
っ
た

り
、
村
内
送
迎
・
買
い
物
依
頼
な
ど
を

日
々
の
活
動
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す�

　
県
内
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、

最
近
、
秋
田
魁
新
報
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
各
地
域
で
移
住
定
住
・

情
報
発
信
・
地
域
の
特
産
品
開
発
、
店

舗
活
用
な
ど
を
活
動
の
基
本
・
ス
タ
ー

ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
の
場
合
は

「
八
木
沢
集
落
の
集
落
支
援
」
を
基
本

と
し
て
活
動
開
始
し
ま
し
た
。
特
に
目

立
つ
こ
と
も
な
く
、
か
み
こ
あ
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
八
木
沢
公
民
館
在
住
と
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
も

ら
っ
た
り
し
な
が
ら
地
味
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
「
八
木
沢
番
楽
」
に
お
い

て
は
良
く
言
え
ば
「
縁
の
下
」
で
あ
る

上
小
・
中
の
学
校
生
徒
さ
ん
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
の
連
絡
、
他
雑
用
担
当
と

し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
演
舞
、
太
鼓
の
練
習
な
ど
も
話
し

は
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
３

年
経
っ
て
し
ま
い
、
今
年
度
の
番
楽
も

全
予
定
終
了
し
ま
し
た
。
師
匠
方
か
ら
、

ど
ん
な
評
価
い
た
だ
い
て
い
る
か
は
不

明
で
す
が
、
集
落
の
方
々
か
ら
「
助
か

る
」
「
良
か
っ
た
」
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
け
て
い
る
よ
う

に
師
匠
方
か
ら
も
思
っ
て
い
て
い
た
だ

い
て
く
れ
た
ら
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、

今
年
１
年
を
振
り
返
り
つ
つ
、
で
は
、

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。�

��

　
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が
あ
る
方
、
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ

け
た
方
は
次
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

●
役
場
　
住
民
福
祉
課
1（
77
）2
2
2
2�

●
北
児
童
相
談
所
　�

1
０
１
８
６（
５
２
）３
９
５
６�

●
秋
田
県
子
ど
も
家
庭
相
談
電
話�

7
０
１
２
０（
4
2
）4
1
5
２�
�����

　
厚
生
労
働
省
で
は
国
民
お
一
人
お
一
人
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

し
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
、
11（
い
い
）月

30（
み
ら
い
）日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま

し
た
。�

　
こ
の
機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
鷹
巣
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

��

会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
国
民
年

金
の
届
出
が
必
要
で
す
！�

�

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

※
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、
第
３
号
被
保
険
者

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�

○
手
続
き
に
つ
い
て�

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の�

　
年
金
手
帳�

○
保
険
料
額�

　
国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）
は
、�

　
月
額
１
６
４
９
０
円
（
平
成
29
年
度
）

で
す
。�

�

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！�

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
も
あ
り

ま
す
。�
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285

214

交流センター交流センター�交流センター�

福舘集落�

小沢田集落�

小学校小学校�
中学校中学校�
小学校�
中学校�

総合商店総合商店�総合商店�

郵便局郵便局�郵便局�

診療所診療所�診療所�

村役場村役場�村役場�

老人ホーム老人ホーム�老人ホーム�

農協農協�農協�

地域地域�
センターセンター�
地域�
センター�

生涯学習センター生涯学習センター�生涯学習センター�

0 100m

【凡例】� 自動運転�
（専用区間)

停留所�

自動運転�
（混在区間)

交通規制区間（8時～16時を予定）�

マニュアル運転�

道の駅「かみこあに」を拠点とした�

自動運転サービス実証実験が実施されます�
　国土交通省は高齢化が進む中山間地域での移動手段や物流の確保を目的に、ドライバー

のいらない自動運転の実証実験を４月に全国５箇所を地域指定し、上小阿仁村の道の駅「か

みこあに」が指定を受けました。�

　国土交通省東北地方整備局が主体となり、実証実験の準備を進めて来ました。�

　実験コースは道の駅「かみこあに」を出発し、役場前、小沢田集落を経由して福舘集落

で折り返し、役場前を通り道の駅「かみこあに」に戻る巡回コースで行われます。�

　自動運転に必要な電磁誘導線の埋設工事が10月中旬に行われ、下旬には試験走行が行わ

れております。�

　実験走行は、12月上旬頃から１週間の予定で実施されます。また、降雪期にも実験が行

われる予定となっております。�

　実験に際し、小沢田と福舘集落内では交通規制がありますので、ご協力をお願いします。�

【実験車両と走行ルート】�

問い合わせ先　上小阿仁村　建設課　177-2224�
　　　　　　　国土交通省　能代河川国道事務所　調査第二課　10185-70-1194
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次
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

■
特
別
児
童
扶
養
手
当�

　
20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害

を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
監
護
、
養
育
し

て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
　
月
額
‥（
１
級
）　
５
万
１
４
５
０
円�

　
　
　
　
　（
２
級
）　
３
万
４
２
７
０
円�

■
児
童
扶
養
手
当�

　
父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
な
い
者
で
、
児

童
を
監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
月
額
‥（
児
童
１
人
）�

　
　
　
　
全
部
支
給
　
４
万
２
２
９
０
円�

　
　
　
　
一
部
支
給
　
４
万
２
２
８
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
９
９
８
０
円�

　
加
算
額�

　
　
２
人
目
は
　
　
　
９
９
９
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
５
０
０
０
円�

　
　
３
人
目
以
降
は�

　
　
　
１
人
に
つ
き
　
５
９
９
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
０
０
０
円�

�

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請�

　
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

　
大
館
福
祉
環
境
部�

　
　
　
　
1
０
１
８
６（
５
２
）３
９
５
５�

���　
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
常
に
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度（
所
得
制
限
あ
り
）

が
あ
り
ま
す
。�

※
施
設
入
所
者
、
長
期
入
院
者
は
対
象
外

で
す
。�

■
特
別
障
害
者
手
当�

　
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
在
宅
で

日
常
生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
方�

■
障
害
児
福
祉
手
当�

　
20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
介
護
を
必
要
と
す
る
方�

�

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請�

　
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

　
大
館
福
祉
環
境
部�

　
　
　
　
1
０
１
８
６（
５
２
）３
９
５
５�

��
�
�■

公
営
住
宅�

・
野
中
団
地
（
Ｓ
62
建
築
）�

沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地
（
１
戸
）�

木
造
平
屋
３
Ｋ�

（
家
賃
１
万
７
０
０
円
〜
１
万
６
０
０
０
円
）�

・
古
川
布
団
地
（
Ｈ
２
建
築
）�

小
沢
田
字
様
ノ
下
１
１
７
番
地（
１
戸
）�

木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ�

（
家
賃
１
万
１
９
０
０
円
〜
１
万
７
７
０
０
円
）�

・
小
沢
田
団
地�

小
沢
田
字
様
ノ
下
２
６
４
番
地（
２
戸
）�

木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
Ｈ
15
建
築
）�

（
家
賃
２
万
６
０
０
円
〜
３
万
７
０
０
円
）�

木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
Ｈ
12
建
築
）�

（
家
賃
１
万
９
８
０
０
円
〜
２
万
９
５
０
０
円
）�

■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅�

・
小
沢
田
団
地
（
Ｈ
13
建
築
）�

小
沢
田
字
様
ノ
下
２
６
４
番
地（
１
戸
）�

木
造
平
屋
４
Ｄ
Ｋ�

（
家
賃
４
万
２
０
０
０
円
）�

■
入
居
資
格�

・
収
入
基
準
（
世
帯
月
額
所
得
）
を
満
た

す
こ
と�

（
公
営
住
宅
15
万
８
０
０
０
円
以
下
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
15
万
８
０
０
０
円

超
48
万
７
０
０
０
円
以
下
）�

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と�

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と�

■
家
賃�

　
世
帯
人
員
数
、
所
得
等
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す
。�

■
敷
金�

家
賃
の
３
ヵ
月
分�

■
募
集
期
間�

11
月
10
日（
金
）〜
20
日（
月
）�

※
土
日
祝
日
除
く�

■
申
込
方
法�

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
必
要
書
類
（
入
居
す
る
方
全
員
分
）�

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
に
て
決
定

し
ま
す
。�

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先�

　
建
設
課
　
建
設
班
　
1（
77
）２
２
２
４�

����

■
賃
金
等
　
　
時
給
　
８
０
０
円�

■
募
集
人
員
　
３
名�

■
勤
務
時
間
等�

　
平
日
　
　
　
午
後
１
時
〜
９
時�

　
土
曜
日
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時�

　
日
祝
祭
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

　
　
　
　
　
　
週
４
日
程
度
の
出
勤�

■
勤
務
地�

　
小
沢
田
　
上
ノ
岱
ス
キ
ー
場�

■
雇
用
予
定
期
間�

　
平
成
29
年
12
月
１
日
か
ら�

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で�

　
但
し
、
雪
の
状
態
に
よ
り
雇
用
期
間
は

変
動
し
ま
す
。�

■
募
集
要
件�

　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方�

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
運
転
可
能
な
方�

■
加
入
保
険
等
　
非
常
勤
公
務
災
害
等�

■
申
込
方
法�

　
教
育
委
員
会（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

及
び
役
場
総
務
課
に
備
え
付
け
の
申
し
込

み
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

■
受
付
期
間�

　
11
月
17
日（
金
）　
午
後
３
時
ま
で�

■
採
用
決
定
方
法
　
書
類
選
考
及
び
面
接�

■
面
接
日
時
等
　
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　�

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
教
育
委
員
会
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�
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建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
『
家
屋
滅

失
届
』
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
届
出
が
な
い
と
取
り
壊
し
た
後
も
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。�

　
忘
れ
ず
に
届
出
く
だ
さ
い
。�
�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班�

　
1（
77
）２
２
２
２�

����

　
役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
等
の
証

明
書
に
つ
い
て
、
平
日
に
電
話
で
証
明
書

の
発
行
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
土

曜
日
・
日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

　
発
行
で
き
る
書
類
は�

�

・
住

民

票
　
・
印
鑑
証
明�

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明�

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明�

・
課
税
非
課
税
証
明�

�

　
で
す
。�

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。�

　
こ
れ
ら
の
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、
本

人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
に
、
運
転
免

許
証
等
の
写
真
付
の
証
明
書
に
よ
り
本
人

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印
鑑
登
録

証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

�����

　
村
で
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
地
域

団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。�

�

◎
む
ら
再
発
見
活
動�

〈
内
容
〉�

　
郷
土
の
食
や
村
内
資
源
の
調
査
費
、
実

践
費
用
を
助
成�

〈
補
助
率
〉�

　
７
／
10
以
内
（
限
度
額
　
20
万
円
）�

�

◎
い
樹
い
樹
イ
ベ
ン
ト
活
動�

〈
内
容
〉�

　
村
内
全
域
を
対
象
と
し
た
各
種
地
域
づ

く
り
活
動
費
を
助
成�

〈
補
助
率
〉�

　
５
／
10
以
内
（
限
度
額
　
50
万
円
）�

　
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
総
務
課
　
総
務
企
画
班�

　
　
1（
77
）２
２
２
１�

①郵送による申請�
　個人番号カード交付申請書に署名
または記名・押印し、顔写真を貼っ
て投函します。��
※通知カードに同封されていたマイナ
ンバーカード交付申請用封筒は、平
成31年5月31日まで有効期限が延長
されました！�

②パソコンによる申請�
　デジタルカメラで顔写真を撮影し、
パソコンに保存します。��
→交付申請用のWEBサイトにアクセ
スし、必要事項を入力、顔写真を
添付して送信します。��

※交付申請書に記載の申請書IDが必要
です。�

マイナンバーカードは、個人番号と本人確認が１枚で証明できるカードです。�
下記の４通りの方法で申請できます。�

★マイナンバーの利用範囲は、法律で、社会保障、税、災害対策の３つの分野に限られています。�
★マイナンバーを利用する手続きでは、顔写真付きの身分証明書などで本人確認を行います。�

③スマートフォンによる申請�
　交付申請書のＱＲコードを読み込
み、申請用WEBサイトにアクセス
します。�
→必要事項を入力し、顔写真を添付
して送信します。�

④まちなかの証明用写真機からの申請�
　タッチパネルから「個人番号カー
ド申請」を選択します。��
→撮影用のお金を入れ、交付申請書
のQRコードをバーコードリーダー
にかざします。��

→必要事項を入力し、顔写真を撮影
して送信します。�
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次
の
と
お
り
山
ふ
じ
温
泉
の
ペ
レ
ッ
ト

を
売
払
い
ま
す
。�

�

■
公
売
す
る
物
品
　
　
木
質
ペ
レ
ッ
ト�

�

■
保
管
場
所
　
　
山
ふ
じ
温
泉
サ
イ
ロ�

�

■
物
品
の
状
況�

　
５
月
18
日
に
入
荷
し
た
も
の
で
、
そ
の

後
サ
イ
ロ
で
保
管
し
て
お
り
、
総
量
１
ト

ン
強
あ
り
ま
す
。�

�

■
物
品
の
搬
出�

　
搬
出
は
落
札
者
の
責
任
に
お
い
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。�

�

■
下
見
会�

　
下
見
会
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。�

　
現
地
で
サ
イ
ロ
の
外
か
ら
の
確
認
は
随

時
可
能
で
す
。�

�

■
購
入
方
法�

　
ペ
レ
ッ
ト
を
購
入
希
望
の
方
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
見
積
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。�

�

■
見
積
内
容�

　
物
品
の
状
況
を
ご
理
解
の
う
え
、
全
量

で
の
購
入
価
格
を
記
載
し
、
見
積
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
見
積
書
受
付
期
間�

　
平
成
29
年
11
月
10
日
〜
22
日�

【
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
】�

�

■
見
積
書
様
式�

　
見
積
書
様
式
は
、
宛
名
（
村
長
名
）
・

年
月
日
・
住
所
氏
名
・
金
額
・
件
名
及
び

そ
の
他
指
示
し
た
内
容
を
満
た
し
て
い
れ

ば
任
意
様
式
で
可
と
し
ま
す
。�

�

■
見
積
提
出
方
法�

　
表
紙
に
見
積
件
名
「
山
ふ
じ
温
泉
ペ
レ

ッ
ト
売
却
」
と
見
積
者
が
特
定
で
き
る
事

項
を
記
載
し
た
封
筒
を
１
枚
用
意
し
、
こ

の
封
筒
に
見
積
書
を
入
れ
封
印
し
た
の
ち

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
提
出
先�

　
上
小
阿
仁
村
　
総
務
財
政
班�

　
【
持
参
又
は
郵
送
可
】�
�

■
落
札
の
決
定�

　
最
低
売
却
価
格
以
上
で
最
高
価
格
の
見

積
者
を
落
札
者
と
し
て
決
定
し
ま
す
。
結

果
に
つ
い
て
は
、
落
札
者
の
み
に
決
定
通

知
書
を
交
付
す
る
方
法
で
通
知
し
ま
す
。�

�

■
代
金
の
支
払
い�

　
支
払
い
方
法
は
、
代
金
一
括
払
い
と
し

ま
す
。�

※
入
金
を
確
認
し
た
の
ち
、
物
品
を
引
渡

し
ま
す
。�

■
見
積
参
加
条
件�

１．

村
内
に
住
所
を
お
い
て
い
る
方�

２．

村
税
等
全
般
に
つ
い
て
滞
納
が
無
い

方�

３．

諸
条
件
等
の
内
容
を
理
解
し
、
留
意

で
き
る
方�

４．

引
渡
し
後
１
カ
月
以
内
に
物
品
の
搬

出
が
で
き
る
方�

�

■
そ
の
他�

　
引
渡
し
後
の
不
良
、
補
償
・
交
換
、
そ

の
他
一
切
の
苦
情
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。�

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
総
務
課
　
1（
77
）２
２
２
１�

����

　
村
で
は
、
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ

た
方
に
対
し
、
助
成
金
の
支
給
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。�

�

■
対
象
期
間�

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜�

平
成
30
年
３
月
31
日�

■
対
象
運
賃�

　
片
道
運
賃
、
往
復
運
賃
、
小
児
運
賃
、

パ
ッ
ク
商
品
、
旅
割
な
ど
各
種
割
引
運
賃�

■
助
成
金
額�

　
１
席
（
片
道
）
　
　
　
２
５
０
０
円�

　
　
（
小
児
運
賃
適
用
の
場
合
は
半
額
）�

　
パ
ッ
ク
商
品
（
往
復
）
２
５
０
０
円�

■
助
成
対
象
者�

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。�

　
市
町
村
民
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
の
な

い
方
。�

■
申
請
方
法�

　
搭
乗
日
か
ら
40
日
以
内
に
、
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、�

①
搭
乗
券
（
搭
乗
手
続
き
の
際
に
発
行
さ

れ
る
レ
シ
ー
ト
）�

②
領
収
書
（
支
払
の
金
額
が
分
か
る
も
の
）

を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
総
務
課
　
企
画
班
　
1（
77
）２
２
２
１�




